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✧  ウガンダ国気象サービス強化プログラム 

                   準備調査（気象観測）業務を終えて 2 
 
 ウガンダ気象局の観測・予報業務体制強化に関する調査の一環として、本年の 8月中旬から約
1か月間、ウガンダ気象局の業務の現状を調査しました。 
 前号では、ウガンダの地勢や気候、ウガンダ気象局の組織及び観測業務についてご紹介しまし
た。今回はウガンダ気象局の予報業務についてご紹介します。 
 
＜ウガンダ気象局＞ 
（予報業務） 
①地上気象観測通報の集計 
 DOC（データオペレーションセンター）で収集された国内観測所のデータは、予報室に送られ、
局地天気図（ウガンダおよび周辺国の一部を含む範囲の地上天気図）に記載され、天気図作成の
資料となります。 
 
②天気図の作成 
 DOM（ウガンダ気象局）では、上記の局地天気図とともに、アフリカ全土を含む広域天気図（地 
上および高層 850、700、500、300hPa）を 1日 4回（00Z、06Z、12Z、18Z）作成しています。天 
気図作成の資料として、ウガンダ国内の気象観測結果および GTS（世界気象機関の全球通信シス 
テム）で収集された世界各国の気象観測結果が使用されています。天気図の作成は、プロッター
と呼ばれる専属職員が担当しています。ケニア気象局では、天気図作成は初任予報官の仕事でし
たが、このあたりにも、各国の職員育成方針の違いが見られます。 
 
③数値予報 
 独自の数値予報は行っていませんが、インターネット経由で、ケニア気象局の領域予報結果や
EU の全球予報結果を入手しています。ただ、それらを日常の予報に活用している様子は窺えませ
んでした。 
 また、EUの支援で領域モデル数値予報システムが導入されるという話も聞かれましたが、現在、
DOM の中には数値予報部門はなく、職員も少ない中で、今後どのように運用体制を築いていくの
か、気になるところです。 
 
④気象衛星解析画像と数値予報結果の表示 
 担当予報官室には気象衛星画像（METEOSAT 第二世代=MSG）を表示する専用端末が設置され、予
報作業の資料としています。衛星画像は温度別に解析することが可能で、局地的な豪雨をもたら
す積乱雲の判別を含む雲解析に利用されています。受信ソフトウェアはフランス気象局（Meteo 
France）の SYNERGIE というソフトを使用しています。 
 なお、このシステムには EU の数値予報結果も配信されていますが、表示ソフトのライセンス契
約を行っていないため、DOM では表示できない状態です。 
 12 月には、EUMETSAT（欧州気象衛星開発機構）の支援により第三世代の衛星受信システムが導
入されることになっているので、その時には、一時的にも衛星解析画像と数値予報結果の重ね合
わせ表示が可能となるでしょう。 
 
⑤天気予報（気象予報）の種類 
 短期の天気予報として、24 時間（今日と明日）の天気概況が 1日に 1回発表され、政府関係機
関、地方自治体、報道機関に FAX や e-mail で送付されます。またテレビ局には天気予報番組のビ
デオテープが送付されていましたが、現在は機器故障のため中断しています。しかし、イギリス
の支援により、故障した機器は 1年以内に改修される予定です。 
 長期予報としては、季節予報が発表されています。ICPAC（IGAD* Climate Prediction and 
Applications Centre）が東アフリカ広域の予報を行い、域内各国の気象機関や大学・研究機関を
集め、発表会を開いています。今回は、9月から 12 月の雨期に関する季節予報の発表会がケニア
のキスム市において 9月 2日から 3日にかけて開催され、ウガンダからは DOM やマケレレ大学等
から関係者が参加しました。また、ICPAC は各国向けにその概況を発表しており、その内容がウ



 
 

ガンダ国内に発表されています。この季節予報はウガンダ国内の新聞に掲載されるとともに、以
下の DOM ホームページ上に長官名で発表されています。 

http://www.meteo-uganda.net/ 
 

⑥異常気象情報等の発表 
 暴風雨、強風、降雹、雷雨、濃霧の異常気象情報（日本の注意報や
警報に相当）が随時発表され、政府関係機関、地方自治体、報道機関
に FAX や e-mail で送付されます。また、航空機関向けには、通常の航
空気象情報とは別に、乱気流情報やウィンドシアー（風向急変）情報
が発表されています。 
 
⑦気候変動への取り組み 
 現時点では具体的な気候変動への取り組みは行っていませんが、本
年、デンマークの支援により気候変動 UNIT が設置されました。所管機
関は首相府になっていますが、事務局長には DOM の副長官が就任して
います（DOM 本局と首相府は同じ建物内）。今後、気象局を含む各省庁
が行う気候変動の評価に関する活動を一元的に管理する予定です。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（財団法人気象業務支援センター振興部専任主任技師 山本忠治） 
 

Daily Monitor（ウガンダ国内

紙）に掲載された季節予報 

 ＊IGAD：Intergovernmental Authority on Development 
     東アフリカ 7か国（ジブチ、エリトリア、ソマリア、エチオピア、 
     スーダン、ケニア、ウガンダ）で作る地域連合体「政府間開発機構」
 
 


